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研究成果の概要（和文）：ストーマ保有者の生きる力形成に及ぼすWOC看護の効果を明らかにする

研究に取り組んだ。現在、結腸・直腸がん治療法は著しく変化している。ストーマ手術件数は

減少しているが、化学療法を受ける患者が増加した。ストーマ保有者の生活においては、併存

疾患のコントロール、介護課題がより深刻な様相を見せていることが分かった。WOC看護師の

業務は、対象者の治療法に関連して変化していたが、在宅療養に移行したストーマ保有者への

支援の拡大は今後の課題である。 
 
研究成果の概要（英文）：We wrestled for study to clarify an effect of WOC nursing to give to 

the power formation for living with stoma.  The medical treatment for colorectum cancer 
changes remarkably now. Number of ostomy performance cases ware decreased, but the 
patient who underwent chemotherapies increased.  In life, patient with a stoma shared it 
that control of a coexistence disorder, a care problem showed a more serious aspect.    
The duties of WOC nurse changed in conjunction with a therapy of a subject, but 
expansion of support to the stoma patient who shifted to home care is a future issue. 
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１．研究開始当初の背景 
 ストーマ保有者に対する専門的なケアの
効果はストーマ周囲皮膚管理面では明確に

さ れ て い る が 、 Wound, Ostomy and 
continence Nurses (WOC看護師) の役割に
おいて生きる力の形成に及ぼす効果は不明
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であった。そこで、手術前からのWOC看護
師の関わりの有無によりストーマ保有者の
自己適応に格差が生ずるかどうかを明らか
にしたいと考えた。 
そのためにはストーマリハビリテーショ

ンのアウトカムが国際比較できる評価法の
確立が急務であった。 
 
２．研究の目的 
  ストーマ保有者に対するWOC看護師の専
門的なケアの提供が、生きる力の形成にどの
ように影響するのかを明らかにすることを
目的とした。専門的なケアの提供とWOC看
護師の関与については国際的に比較検討で
きるアウトカム尺度（Ostomy Adjustment 
Inventory；OAI-23）の開発を行い、関連要
因を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
 約 1,300名のストーマ保有者を対象者とし、
日本と英国において自己記入式調査表を用
いた調査とインタビューを行った。量的調査
から OAI-23の妥当性と信頼性の検証を行い、
リハビリテーションに関連する多面的な要
因を確認した。 

WOC 看護について術前、術後早期、1 年
目、３年目、5 年以上の長期間の生存とライ
フイベントを遡り調査し、ストーマ手術体験
と生きる力の形成に専門的なケアの関与の
有無と影響を比較検討した。 
 
４．研究成果 
4 年間にわたるストーマ保有者を対象にし

た研究から明らかにしたことは以下のよう
である。 
(1)ストーマ造設術を受ける場合の入院期間

は約10～17日と短縮している。セルフケア教

育は入院中だけでは完結せず、ストーマ専門

外来や訪問看護による継続的な管理が不可欠

となっている。また、化学療法を受ける場合

には、WOC看護師はがん治療チームの一員とし

て手足症候群の予測やスキンケア指導、症状

コントロールなど高度専門的な知識と技術の

提供をしていることが明らかになった。  

(2)WOC看護師は終末期に緩和ケア目的で再入

院するストーマ保有者に対して直接的な役割

としてストーマケアと排泄管理、全身のスキ

ンケア、褥瘡発症の予防と安楽ケア、創傷管

理を行い、他の職種との調整機能を果たして

いることが明らかになった。全人的ケアを進

める上で「もう楽になりたい」「つらい、死

にたい」というスピリチュアルペインのニー

ズを的確に捉え、苦痛の除去に努める技術と

方略を身につけることはWOC看護師に求めら

れる課題であり、その継続教育の開発が求め

られる。 

(3)在宅療養中のストーマ保有者に関わるWOC

看護師は家族介護者のケア不足を補うために

訪問看護師、ケアマネジャーと連携した支援

を行う必要がある。特に各地で高齢者率が20%

を超える現在、独居や超高齢者世帯は急増し

ており、その中で視覚障害や認知機能障害、

がんの進行や治療による症状を伴う場合はス

トーマ管理も他者に委ねる必要があり、家族

機能のアセスメントと具体的な介入計画が重

要である。現在の訪問看護制度の中では、排

泄物の漏れやスキントラブルが生じ、重篤な

身体症状が持続する場合でも訪問回数や時間

の制約があり、複数の看護師の同行訪問が困

難な場合が多いことは今後の課題である。在

宅看護領域で管理困難なストーマケアに関わ

ることができる訪問看護師の育成が不可欠で

あり、WOC看護師との同行訪問制度を築くこと

が必須と考えられた。 
(4 ）  ス ト ー マ 保 有 者 の 適 応 （ Self 
Adjustment）状態を国際的に比較するために
日英のストーマ保有者の協力を受けて
Ostomy Adjustment Inventry-23（OAI-23）
を開発し、国内外のストーマリハビリテーシ
ョン関連学会と WOCN 誌で発表した。OAI-23 
を用いた国際比較研究では日本、シンガポー
ル、ブラジル、イスラエル、オランダ、米国
との協働が発展し、現在に至っている。 
日本と英国、シンガポール、米国において

はストーマケアに関わる看護師の業務が医

療機関においてリソースとして確立してお

り、WOC 看護師の専門的役割は拡大しており、

特にスキンケアと創傷管理においては「スト

ーマ保有者の生きる力」の活性化に卓越した

機能を果たしていることを明らかにした。具

体的には、緊急手術で WOC 看護師の関わるチ

ャンスがなかったストーマ保有者や病院に

WOC 看護師が雇用されていないために術前教

育を受ける機会がなかったストーマ保有者

は適応度（OAI-23）が有意に低く、WOC 看護

師により系統的な患者教育を受けたグルー

プは適応度が高く、さらに主観的な人生の満

足度、SF-8 得点も有意に高かった。 
(5）学会発表において以下 2点は学会長優秀
ポスター賞を獲得した。 
①祖父江正代、前川厚子、竹井留美：スト
ーマケアにおける患者と看護師の相互行為
と自己適応の関係、日本ストーマ・排泄リ
ハ学会、2008 年 2月(青森市) 
② Atsuko MAEKAWA, Rumi TAKEI, 
Masayo SOBUE, Masako MAKINO ,Noriko 
MENJU：An Experience to live with Urinary 
Stoma: World Council of Enterostomal 
Therapy Nurses 学会,2008 年 6月(ルブリア
ナ市、スロベニア) 
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